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逃避行動を利用したサケ稚魚遊泳速度の簡易測定法

虎尾 充，宮本真人，小林美樹

逃避行動の動画撮影と映像解析による簡便なサケ稚魚

の遊泳速度測定法（逃避測定法）の確立を試みた。円形

試験水槽に稚魚を収容し10秒間隔で2回の音刺激を与え

て逃避行動を誘起した。遊泳行動をデジタルカメラで撮

影し，Windows用のフリーソフトウェアを用いて映像解析

によって突進速度と巡航速度を測定した。測定された突

進速度は70～110cm/s（18～22FL/s），巡航速度は10～22

cm/s（2～4FL/s）であった。逃避測定法とスタミナトンネ

ル法による遊泳速度には強い正の相関が認められ，逃避

測定法はサケ稚魚の遊泳速度の測定法として有効である

と考えられた。

北海道南西部知内川におけるサケ稚魚の放流後の降海移動

越野陽介，神力義仁，青山智哉

竹内勝巳，實吉隼人，宮腰靖之

北海道南西部知内川において，サケ稚魚の河川滞在期

間を明らかにするために，標識を施したサケ稚魚をそれ

ぞれ異なる時期に放流し，稚魚トラップにより採集した。

放流したサケ稚魚の採集数は，放流からおよそ2日以内に

大きく減少した。また，サケ稚魚は日中にはほとんど採

集されず，夜間に多数採集された。これらの結果から，

放流場所から河口までの距離が短い知内川ではサケ稚魚

の河川滞在期間は短く，夜間を中心に速やかに降海して

いると考えられた。

根室地方の植別川におけるカラフトマスの遡上・産卵時期，

および遡上数の年変動

春日井 潔，實吉隼人，佐々木義隆

北海道根室地方北部地区においてカラフトマスの捕獲・

放流を行っていない植別川で2008～2015年にかけて本種

の�上数および�上・産卵時期を調査した。植別川では
カラフトマスの観察数は9月中旬から下旬に，産卵床数は

9月中旬から10月上旬に最大になった。カラフトマスの合

計観察数は，奇数年が2009年，偶数年が2010年に最大と

なった後，急激に減少した。植別川におけるカラフトマ

スの合計観察数は根室北部地区の沿岸漁獲数および河川

捕獲数と有意な正の相関を示した。

リアルタイムPCRを用いたコンブ遊走子定量法の改良

（技術報告）

高谷義幸

リアルタイムPCRでホソメコンブ遊走子を定量するた

めの方法を改良した。より少ない遊走子を濾過した場合

でも測定できるようにするため，抽出後のDNA濃度が前

報の10倍となるDNA抽出法に変更した。また，PCRの測

定精度を向上させるために，非特異増幅の影響を軽減す

るのに最適なプライマー濃度と蛍光強度測定温度を求め

て，PCRプロトコールを改訂した。今回の方法では，海

水中からホソメコンブ遊走子を定量する際の検出下限が

前報の1/7となり，試水濾過後のフィルターに300個以上

の遊走子が捕捉されていれば精度高く定量できる。
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